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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿を読み取ることで得られる画像データを送信する送信機能を有する印刷装置であっ
て、
　外部装置と前記印刷装置とが外部のアクセスポイントを介さずに無線通信を行うダイレ
クト無線通信機能を有する無線通信手段と、
　ユーザが少なくとも前記画像データの宛先を設定可能な、前記送信機能に関する設定画
面を表示する表示手段と、
　前記ダイレクト無線通信機能を実行するためのダイレクト無線通信モードで前記印刷装
置が動作しているか否かを判定する判定手段と、
　前記ダイレクト無線通信モードで前記印刷装置が動作していると前記判定手段によって
判定された場合に、前記ダイレクト無線通信機能による無線通信の通信相手を前記画像デ
ータの宛先として設定した状態で前記設定画面を表示するように前記表示手段を制御する
制御手段と、
を有することを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記設定画面において、ユーザは、アドレス帳を使用して前記画像データの宛先を設定
可能であり、
　前記ダイレクト無線通信モードで前記印刷装置が動作していると前記判定手段によって
判定された場合に、前記制御手段は、ユーザが前記アドレス帳を使用して前記画像データ
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の宛先を設定することを禁止することを特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記設定画面には、アドレス帳を使って前記画像データの宛先をユーザが指定するため
のアドレス帳ボタンが含まれ、
　前記ダイレクト無線通信モードで前記印刷装置が動作していると前記判定手段によって
判定された場合に、前記制御手段は、前記アドレス帳ボタンを無効にすることを特徴とす
る請求項１に記載の印刷装置。
【請求項４】
　原稿を読み取ることで得られる画像データを送信する送信機能を有する印刷装置であっ
て、
　外部装置と前記印刷装置とが外部のアクセスポイントを介さずに無線通信を行うダイレ
クト無線通信機能を有する無線通信手段と、
　ユーザが少なくとも前記画像データの宛先を設定可能な、前記送信機能に関する設定画
面を表示する表示手段と、
　前記ダイレクト無線通信機能による無線通信を前記無線通信手段が実行中であるか否か
を判定する判定手段と、
　前記ダイレクト無線通信機能による無線通信を前記無線通信手段が実行中であると前記
判定手段によって判定された場合に、前記ダイレクト無線通信機能による無線通信の通信
相手を前記画像データの宛先として設定した状態で前記設定画面を表示するように前記表
示手段を制御する制御手段と、
を有することを特徴とする印刷装置。
【請求項５】
　前記設定画面において、ユーザは、アドレス帳を使用して前記画像データの宛先を設定
可能であり、
　前記ダイレクト無線通信機能による無線通信を前記無線通信手段が実行中であると前記
判定手段によって判定された場合に、前記制御手段は、ユーザが前記アドレス帳を使用し
て前記画像データの宛先を設定することを禁止することを特徴とする請求項４に記載の印
刷装置。
【請求項６】
　前記設定画面には、アドレス帳を使って前記画像データの宛先をユーザが指定するため
のアドレス帳ボタンが含まれ、
　前記ダイレクト無線通信機能による無線通信を前記無線通信手段が実行中であると前記
判定手段によって判定された場合に、前記制御手段は、前記アドレス帳ボタンを無効にす
ることを特徴とする請求項４に記載の印刷装置。
【請求項７】
　前記設定画面の表示指示をユーザから受け付けた際に、前記判定による判定が実行され
ることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項８】
　前記ダイレクト無線通信機能は、Ｗｉ－Ｆｉダイレクトに基づく無線通信を実行する機
能であることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項９】
　原稿を読み取ることで得られる画像データを送信する送信機能を有する印刷装置を制御
する制御方法であって、
　無線通信手段が、外部装置と前記印刷装置とが外部のアクセスポイントを介さずに無線
通信を行うダイレクト無線通信機能を有する無線通信工程と、
　表示手段が、ユーザが少なくとも前記画像データの宛先を設定可能な、前記送信機能に
関する設定画面を表示する表示工程と、
　判定手段が、前記ダイレクト無線通信機能を実行するためのダイレクト無線通信モード
で前記印刷装置が動作しているか否かを判定する判定工程と、
　制御手段が、前記ダイレクト無線通信モードで前記印刷装置が動作していると前記判定
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工程で判定された場合に、前記ダイレクト無線通信機能による無線通信の通信相手を前記
画像データの宛先として設定した状態で前記設定画面を表示するように前記表示工程を制
御する制御工程と、
を有することを特徴とする印刷装置の制御方法。
【請求項１０】
　原稿を読み取ることで得られる画像データを送信する送信機能を有する印刷装置を制御
する制御方法であって、
　無線通信手段が、外部装置と前記印刷装置とが外部のアクセスポイントを介さずに無線
通信を行うダイレクト無線通信機能を有する無線通信工程と、
　表示手段が、ユーザが少なくとも前記画像データの宛先を設定可能な、前記送信機能に
関する設定画面を表示する表示工程と、
　判定手段が、前記ダイレクト無線通信機能による無線通信を前記無線通信工程が実行中
であるか否かを判定する判定工程と、
　制御手段が、前記ダイレクト無線通信機能による無線通信を前記無線通信工程が実行中
であると前記判定工程で判定された場合に、前記ダイレクト無線通信機能による無線通信
の通信相手を前記画像データの宛先として設定した状態で前記設定画面を表示するように
前記表示工程を制御する制御工程と、
を有することを特徴とする印刷装置の制御方法。
【請求項１１】
　コンピュータを、請求項１乃至８のいずれか１項に印刷装置の各手段として機能させる
ためのプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷装置及びその制御方法、プログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、複合機やプリンタ等の印刷装置においても無線ＬＡＮ機能を搭載した装置が増え
てきている。無線ＬＡＮを搭載した印刷装置は、アクセスポイントにクライアントとして
無線接続する機能を備えているのが一般的である。一方、ＰＣや携帯端末は、アクセスポ
イントを介して印刷装置と通信を行い、所望のデータを印刷装置に送信して印刷させたり
、印刷装置から機器情報を受信して機器管理に利用している。
【０００３】
　一方で、近年、Ｗｉ－Ｆｉ ＡｌｌｉａｎｃｅによりＷｉ－Ｆｉダイレクト（登録商標
）（以下、Ｗｉ－Ｆｉダイレクトと呼ぶ）が制定された。このＷｉ－Ｆｉダイレクトでは
、各無線端末がアクセスポイント或いはクライアントのいずれとして動作するかを決定す
るプロトコルが規定されている。このプロトコルを実行することにより、無線端末のどち
らがアクセスポイントになり、どちらがクライアントになるかを自動的に決定できる。こ
のＷｉ－Ｆｉダイレクトを使用することで、アクセスポイントを別途用意する必要がなく
なり、無線端末同士で直接通信して各種のアプリケーションサービス（画像共有、印刷な
ど）が実行可能となる。
【０００４】
　上述のプロトコルを実行可能な印刷装置では、Ｗｉ－Ｆｉダイレクトを用いた直接無線
通信を行うか、第三者となるアクセスポイントを介して間接的に無線通信を行うかを、操
作パネルなどからユーザが指示できるように構成されている。
【０００５】
　また、印刷装置では、印刷装置でスキャンした原稿の画像データを外部装置に送信する
ＳＥＮＤ機能を利用することができる。このＳＥＮＤ機能では、画像データを送信する宛
先を指定するためにアドレス帳を表示して、ユーザがそのアドレス帳から宛先を選択する
ことができる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１１－１６０４６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来のＳＥＮＤ機能は、有線ＬＡＮを使用する通信や、第三者であるアクセスポイント
を介して通信する無線通信を前提としてユーザに提供されるものであった。Ｗｉ－Ｆｉダ
イレクトを使用してある装置と他の装置が直接無線通信を実行するためのネットワークを
構築している場合に、ＳＥＮＤ機能をどうユーザに提供するかは考慮されていなかった。
　本発明の目的は、上記従来技術の問題点を解決することにある。
【０００８】
　本発明は、印刷装置がダイレクト無線通信モードで動作している場合に、画像データの
宛先を設定するユーザの利便性を向上させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために本発明の一態様に係る印刷装置は以下のような構成を備える
。即ち、
　原稿を読み取ることで得られる画像データを送信する送信機能を有する印刷装置であっ
て、
　外部装置と前記印刷装置とが外部のアクセスポイントを介さずに無線通信を行うダイレ
クト無線通信機能を有する無線通信手段と、
　ユーザが少なくとも前記画像データの宛先を設定可能な、前記送信機能に関する設定画
面を表示する表示手段と、
　前記ダイレクト無線通信機能を実行するためのダイレクト無線通信モードで前記印刷装
置が動作しているか否かを判定する判定手段と、
　前記ダイレクト無線通信モードで前記印刷装置が動作していると前記判定手段によって
判定された場合に、前記ダイレクト無線通信機能による無線通信の通信相手を前記画像デ
ータの宛先として設定した状態で前記設定画面を表示するように前記表示手段を制御する
制御手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、印刷装置がダイレクト無線通信モードで動作している場合に、画像デ
ータの宛先を設定するユーザの利便性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】Ｗｉ－Ｆｉダイレクトの処理シーケンスを説明する図（Ａ）と、実施形態に係る
通信システムの構成を示す図（Ｂ）。
【図２】本発明の実施形態に係る印刷装置のハードウェア構成を示すブロック図。
【図３】実施形態に係る印刷装置のソフトウェア構成を説明する機能ブロック図。
【図４】本実施形態に係る印刷装置の操作パネルの上面図。
【図５】実施形態１に係る印刷装置の操作パネルに表示される画面例を示す図。
【図６】実施形態１に係る印刷装置によるＳＥＮＤ機能の処理を説明するフローチャート
。
【図７】実施形態２に係る印刷装置によるＳＥＮＤ機能の処理を説明するフローチャート
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態を詳しく説明する。尚、以下の実施形態は



(5) JP 6103997 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

特許請求の範囲に係る本発明を限定するものでなく、また本実施形態で説明されている特
徴の組み合わせの全てが本発明の解決手段に必須のものとは限らない。
【００１３】
　図１（Ａ）は、Ｗｉ－Ｆｉダイレクトの処理シーケンスを説明する図である。
【００１４】
　ここで印刷装置１００と携帯端末１１０はどちらもＷｉ－Ｆｉダイレクトをサポートし
ているものとする。
【００１５】
　印刷装置１００と携帯端末１１０は、まず初めに、Ｓ１０１で、周辺に、Ｗｉ－Ｆｉダ
イレクトでの無線接続を試みている通信端末が他に存在しているかどうかを探索し、お互
いを検出する。相手を検出するとＳ１０２で、どちらがアクセスポイント（ＧｒｏｕｐＯ
ｗｎｅｒ）になり、どちらがクライアント（Ｃｌｉｅｎｔ）になるかを決定する。ここで
は、役割決定の結果、印刷装置１００がアクセスポイントに、携帯端末１１０がクライア
ントになったとする。
【００１６】
　次にＳ１０３で、ＷＰＳ（Ｗｉ－Ｆｉ　Ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ　Ｓｅｔｕｐ）を用いて、
アクセスポイントである印刷装置１００からクライアントの携帯端末１１０へ無線接続の
ためのパラメータを提供する。そしてＳ１０４で、そのパラメータを用いて、印刷装置１
００と携帯端末１１０との間で無線接続を行う。こうして無線接続が確立するとＳ１０５
で、印刷装置１００と携帯端末１１０との間でＩＰ通信を行うためのアドレッシングを行
う。その際、アクセスポイントである印刷装置１００がＤＨＣＰサーバとしての役割を果
たし、クライアントである携帯端末１１０に対して所定のＩＰアドレスを付与する。
【００１７】
　以上がＷｉ－Ｆｉダイレクトの基本的なシーケンスである。このシーケンスを実行する
ことで、印刷装置１００に搭載のアプリケーションサービスと、携帯端末１１０に搭載の
アプリケーションサービスとの直接通信が可能となる。
【００１８】
　図１（Ｂ）は、実施形態に係る通信システムの構成を示す図である。
【００１９】
　このシステムでは、印刷装置１００はアクセスポイント１３０を介して携帯端末１１０
と無線通信を行うことができる。また図１（Ａ）で説明したように、印刷装置１００はＷ
ｉ－Ｆｉダイレクトモードで携帯端末１１０と通信することができる。更には、印刷装置
１００はＷｉ－ＦｉダイレクトモードでアクセスポイントでＤＨＣＰサーバとして機能し
ている場合、クライアントである複数の携帯端末と並行して通信することができる。
【００２０】
　図２は、本発明の実施形態に係る印刷装置１００のハードウェア構成を示すブロック図
である。
【００２１】
　ＣＰＵ２０２を含む制御部２０１は、印刷装置１００全体の動作を制御する。ＣＰＵ２
０２は、ＲＯＭ２０４或いはＨＤＤ２１４に記憶されている制御プログラムをＲＡＭ２０
３に展開し、そのプログラムを実行することにより通信制御等の各種制御を行う。ＲＡＭ
２０３は、ＣＰＵ２０１の主メモリ、ワークエリア等として用いられる。ＨＤＤ２１４は
、データや各種プログラム、或いは各種情報テーブルを記憶する。プリンタＩ／Ｆ２０６
は、プリンタ２０７（プリンタエンジン）に画像信号を出力するインターフェースを担う
。またスキャナＩ／Ｆ２０８は、スキャナ２０９（スキャナエンジン）で原稿を読みって
得られた画像信号を入力するインターフェースを担う。コピー動作時、ＣＰＵ２０２は、
スキャナＩ／Ｆ２０８を介して入力された画像信号を処理し、記録画像信号としてプリン
タＩ／Ｆ２０６を介してプリンタ２０７に印刷データを出力して印刷する。操作パネルＩ
／Ｆ２１０は、操作パネル２１１と制御部２０１とを接続する。操作パネル２１１には、
タッチパネル機能を有する表示部やキーボードなどが備えられている。操作パネル２１１
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の構成は図４を参照して後述する。
【００２２】
　無線ＬＡＮＩ／Ｆ２１２は、無線で携帯端末１１０等の外部端末に情報を送信し、或い
はそれら外部装置から各種情報を受信する。有線ＬＡＮＩ／Ｆ２１３は、有線ＬＡＮ（イ
ーサネット（登録商標））で外部端末（不図示）に情報を送信したり、或いはそれら外部
装置から各種情報を受信する。制御部２０１内の各ブロックは、システムバス２０５によ
り相互に接続されている。
【００２３】
　図３は、実施形態に係る印刷装置１００のソフトウェア構成を説明する機能ブロック図
である。図３に示す各機能部は、印刷装置１００が有しているＣＰＵ２０２がＲＯＭ２０
４或いはＨＤＤ２１４からＲＡＭ２０３に展開された制御プログラムを実行することによ
り実現される。
【００２４】
　操作制御部３００は、操作パネル２１１を制御する。操作パネル２１１に操作メニュー
を表示してユーザからの指示入力を待ち受けたり、操作パネル２１１で受け付けた指示内
容を他の機能部に通知したり、その指示結果を操作パネル２１１に表示する。記憶部３０
１は、他の機能部からの指示により、指定されたデータをＲＡＭ２０３やＨＤＤ２１４に
記憶したり、或いはそれらＲＡＭ２０３やＨＤＤ２１４に記憶しているデータを読み出す
。記憶部３０１が管理するデータの例として、印刷装置１００がデータを送信する際に使
用する宛先情報が格納されたアドレス帳３１６がある。
【００２５】
　モード切替部３０２は、印刷装置１００の通信モードの切り替え処理を行う。通信モー
ドには、有線ＬＡＮで通信を行うモード（有線モード）と、無線ＬＡＮで通信を行うモー
ド（無線通信モード）が存在する。無線通信モードには更に、第一の無線通信モードと第
二の無線通信モードが存在する。第一の無線通信モードは、印刷装置１００がサーバ１２
０或いは携帯端末１１０と無線通信する際に、アクセスポイント１０３を介して無線通信
を行うモードである。第二の無線通信モードは、例えば、印刷装置１００と携帯端末１１
０とがＷｉ－Ｆｉダイレクトを用いて直接無線通信を行うモードである。第二の無線通信
モードでは、印刷装置１００が携帯端末１１０と通信する際に、印刷装置１００及び携帯
端末１１０のいずれかがアクセスポイント、他方がクライアントとして無線接続し、直接
通信を行う。
【００２６】
　通信制御部３０３は、印刷装置１００が携帯端末１１０等の外部装置と通信を行う際の
通信制御を行う。具体的には、アプリケーション部３１０からの送信データを無線通信部
３０７或いは有線通信部３０９に渡してネットワーク上に送出させる。また、無線通信部
３０７或いは有線通信部３０９を介して受信した受信データをアプリケーション部３１０
に渡す。
【００２７】
　無線通信モード制御部３０４は、無線通信モードの制御を行う。無線通信モード制御部
３０４は更に第一の無線通信モード制御部３０５と第二の無線通信モード制御部３０６と
を含んでいる。第一の無線通信モード制御部３０５は、印刷装置１００が第一の無線通信
モードで動作する際の通信制御を行う。第二の無線通信モード制御部３０６は、印刷装置
１００が第二の無線通信モード（Ｗｉ－Ｆｉダイレクト）で動作する際の通信制御を行う
。無線通信部３０７は、無線ＬＡＮＩ／Ｆ２１２（図２）を制御し、印刷装置１００が無
線通信モードで動作している場合に、アプリケーション部３１０が携帯端末１１０等の外
部装置と通信を行う際のデータの送受信を行う。
【００２８】
　有線通信モード制御部３０８は有線モードでの通信制御を行う。有線通信部３０９は、
有線ＬＡＮＩ／Ｆ２１３を制御し、印刷装置１００が有線モードで動作している場合に、
アプリケーション部３１０が外部装置と通信を行う際のデータの送受信を行う。
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【００２９】
　アプリケーション部３１０は、印刷サービス３１１やＳＥＮＤサービス３１２などの各
種サービスを有している。印刷サービス３１１は、無線通信部３０７或いは有線通信部３
０９から受信した印刷データを、通信制御部３０３を介して受信し、当該印刷データをプ
リンタＩ／Ｆ２０６を介してプリンタ２０７に出力する。ＳＥＮＤサービス３１２は、ス
キャナ２０９からスキャナＩ／Ｆ２０８を介して受け取ったスキャンデータを通信制御部
３０３に渡し、無線通信部３０７或いは有線通信部３０９により送信する。ＳＥＮＤ宛先
設定部３１３は、ＳＥＮＤサービス３１２でスキャンデータを送信する際の宛先設定を制
御する。メールサービス３１２は、メールの送信を行うＳＭＴＰ制御部と、メールの受信
を行うＰＯＰ制御部を備えている。ＳＭＴＰ制御部は、送信するメールデータを、通信制
御部３０３を介して、無線通信部３０７或いは有線通信部３０９からＳＭＴＰサーバに対
して送信する。ＰＯＰ制御部は、メールの受信要求データを、通信制御部３０３を介して
、無線通信部３０７或いは有線通信部３０９からＰＯＰサーバに送信する。ＳＭＢプロト
コル制御部３１５は、ＳＥＮＤサービス３１２でスキャンデータを送信する際、送信プロ
トコルにＳＭＢプロトコルを使用する場合のプロトコル制御を行う。
【００３０】
　尚、ここで、有線通信モードと第一の無線通信モード及び第二の無線通信モードのうち
いずれか２つ以上のモードを同時に動作させるためには、アプリケーション部３１０及び
通信制御部３０３が複数モードの同時動作に対応している必要がある。しかしながら、印
刷装置の中には、搭載しているアプリケーション部３１０や通信制御部３０３が複数モー
ドの同時動作に対応していないものも存在する。そのような印刷装置では、有線通信モー
ドと第一の無線通信モード及び第二の無線通信モードは、排他的で、いずれか１つの通信
モードのみが動作可能となる。この場合、印刷装置をいずれの通信モードで動作させるか
は、操作パネル２１１を介してユーザが選択できる。
【００３１】
　図４は、本実施形態に係る印刷装置１００の操作パネル２１１の上面図である。
【００３２】
　本実施形態に係る印刷装置１００は、スキャナ２０９によるスキャン機能や、ファクシ
ミリ送受信機能、プリンタ２０７とスキャナ２０９によるコピー機能などを有するものと
する。加えて、無線ＬＡＮＩ／Ｆ２１２や有線ＬＡＮＩ／Ｆ２１３で、端末装置１１０等
の外部装置から指示を受けた印刷（プリント）を行う機能も有する。
【００３３】
　次に、操作パネル２１１について説明する。
【００３４】
　操作パネル２１１には、上述した機能を選択するキーであるコピー機能ボタン４０１と
ＦＡＸ機能ボタン４０２と、ＳＥＮＤ機能ボタン４０３があり、ユーザは使用したい機能
のボタンを押下する。また、ユーザに設定状態や印刷装置１００の機器状態を通知するた
めの表示部４０４を有する。矢印キー４０５は、表示部４０４に表示されたカーソル等の
移動に用いられる。矢印キー４０５には、上下左右４つ方向のボタンがある。矢印キーの
中央にはＯＫキー４０６が配置され、設定や問い合わせに対する「決定キー」の機能を有
する。例えば、コピーの設定（用紙サイズ）を変更したい場合、コピー機能ボタン４０１
を押下してコピー機能画面に入り、矢印キー４０５で変更したい項目（用紙サイズ等）を
選んでＯＫキー４０６を押下すると、選択可能な設定画面に遷移する。そして、ユーザは
、その設定画面で矢印キー４０５操作して所望の設定の位置にカーソルを移動させ、ＯＫ
キー４０６を押すことで設定を確定できる。コピー部数等の数値入力には、ユーザはテン
キー４０７を用いる。
【００３５】
　コピーやスキャンのスタートを指示するキーとして、白黒スタートキー４０８やカラー
スタートキー４０９がある。本実施形態ではカラーコピー機能を想定してカラースタート
キー４０９を図示している。一方、モノクロ読み取り機能、或いはモノクロ印刷機能しか
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有さない印刷装置では、スタートキーは白黒スタートキー４０８のみでも構わない。更に
、原稿を読み取った時にカラー原稿かモノクロ原稿かを判別可能な機能を有する印刷装置
においても、図に示すスタートキーに限らない。ストップキー４１０は、各機能の動作を
停止させる指示を行うキーである。一方、動作を停止させる手段として、ユーザは、状態
確認／中止キー４１１を操作し、印刷装置１００で行っている処理の状態確認画面を表示
させ、その状態確認画面で中止させた処理を選択して、その処理を停止させることができ
る。その場合も、選択・決定には前述の矢印キー４０５とＯＫキー４０６を用いる。アド
レス帳ボタン４１２は、ＦＡＸやスキャン等の機能の実行時に、送信先を指定するための
アドレス帳の表示を指示するボタンであり、これを押下することにより表示部４０４にア
ドレス帳が表示される。尚、表示されたアドレス帳を使用して所望のアドレスを指定する
際には、前述の矢印キー４０５とＯＫキー４０６が使用される。
【００３６】
　［実施形態１］
　次に本発明の実施形態１を説明する。
【００３７】
　この実施形態１では、Ｗｉ－Ｆｉダイレクト接続ではない場合（有線ＬＡＮ又はアクセ
スポイントを使用する一般的な無線通信）、ユーザはアドレス帳から所望の宛先を選択す
ることができる。
【００３８】
　一方、Ｗｉ－Ｆｉダイレクト接続時は、ＳＥＮＤ画面を表示したときに接続相手（例え
ば携帯端末）のＩＰアドレスをＳＥＮＤ機能の宛先として自動的に設定する。また、この
とき、アドレス帳から宛先を選択できないようにする（例えばアドレス帳をグレーアウト
する）。
【００３９】
　図５は、実施形態１に係る印刷装置１００の操作パネル２１１の表示部４０４に表示さ
れる画面例を示す図である。
【００４０】
　この画面は、図４に示す操作パネル２１１のＳＥＮＤ機能ボタン４０３が押下されるこ
とにより表示される。図５において、５０１は送信先である宛先を入力するエリア、５０
２はアドレス帳の表示を指示するボタンである。このボタン５０２が押下されると、記憶
部３０１のアドレス帳３１６に記憶されているアドレス帳のリストが表示部４０４に表示
される。
【００４１】
　「スキャンして送信する」ボタン５０３は、５０４に表示された読取設定に従って、原
稿を読み取って送信するように指示するボタンである。尚、読取設定は、ＳＥＮＤ機能の
メニュー画面（不図示）を介してユーザにより設定されたスキャナ２０９による読取条件
を示す。こうして、原稿を読み取ることにより得られたスキャン画像データは、指定され
た宛先に送信される。
【００４２】
　図６は、実施形態１に係る印刷装置１００によるＳＥＮＤ機能の処理を説明するフロー
チャートである。この処理は、実行時にＨＤＤ２１４或いはＲＯＭ２０４からＲＡＭ２０
３に展開されたプログラムをＣＰＵ２０２が実行することにより実現される。
【００４３】
　図６のフローチャートで示された処理は、図４の画面で、ユーザがＳＥＮＤ機能ボタン
４０３を押して図５の画面を表示することにより開始される。
【００４４】
　まずＳ６０１でＣＰＵ２０２は、携帯端末１１０と第二の無線通信モード、即ち、Ｗｉ
－Ｆｉダイレクトモードで通信中かどうかを判定する。第二の無線通信モードで通信中で
ないと判定するとＳ６０２に処理を進め、ＣＰＵ２０２は、図５の画面でアドレス帳ボタ
ン５０２が押下されたかどうかを判定する。Ｓ６０２でアドレス帳ボタン５０２が押下さ
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れたと判定したときはＳ６０３に進み、ＣＰＵ２０２は記憶部３０１のアドレス帳３１６
を読み出してアドレスのリストを表示部４０４に表示する。そしてＳ６０４でユーザが操
作部２１１を操作して所望のアドレスを選択するとＳ６０６に進み、ＣＰＵ２０２は、そ
の選択されたアドレスを宛先にセットしてＳ６０９に進む。一方、Ｓ６０２でアドレス帳
ボタン５０２が指示されずにユーザが直接宛先を入力するときはＳ６０５に進み、ユーザ
により入力された宛先を受け取ってＳ６０６に進む。
【００４５】
　一方、Ｓ６０１でＣＰＵ２０２は、携帯端末１１０と第二の無線通信モードで通信中で
あると判定するとＳ６０７に処理を進め、その通信相手の携帯端末１１０のＩＰアドレス
を図５の画面の宛先５０１にセットし、Ｓ６０８に進む。第二の無線通信モード、即ち、
Ｗｉ－Ｆｉダイレクトモードの場合、印刷装置１００の通信相手は携帯端末１１０に特定
される。つまり、ユーザはＳＥＮＤ機能を使用して携帯端末１１０に画像データを送信し
ようとしていると考えられる。そこで本実施形態では、Ｓ６０７で携帯端末１１０のＩＰ
アドレスを自動的に宛先５０１にセットすることで、ユーザが宛先を設定（入力）する手
間を省くことができる。
【００４６】
　Ｓ６０８において、ＣＰＵ２０２は、図５の画面でアドレス帳ボタン５０２をグレーア
ウトで表示（表示を抑制）して、アドレス帳から宛先を選択できないようにする。尚、こ
のときは、操作部２１１のアドレス帳ボタン４１２も無効にして、アドレス帳ボタン４１
２への操作を受付けないようにする。これは、Ｗｉ－Ｆｉダイレクトでの通信時は、ユー
ザは通信相手の携帯端末１１０にスキャン画像を送信しようとしていると考えられるため
、アドレス帳を使用不可にして、ユーザがアドレス帳から誤った宛先を設定することを防
止するためである。
【００４７】
　また、上述したように、本実施形態では、有線通信モード、第一の無線通信モード、第
二の無線通信モードはそれぞれ排他である。つまり、印刷装置１００はいずれか１つの通
信モードしか実行できず、複数の通信モードを同時に実行することはできない。第二の無
線通信モード、即ち、Ｗｉ－Ｆｉダイレクトモードの場合、アドレス帳から宛先を選択し
たとしても、その宛先に画像データを送信することはできない。そこで本実施形態では、
Ｓ６０８でアドレス帳を使用不可にすることで、ユーザが無駄な宛先を設定することを防
止することができる。
【００４８】
　こうして宛先がセットされるとＳ６０９に処理を進めＣＰＵ２０２は、「スキャンして
送信する」ボタン５０３が押下されたかどうかを判定し、ボタン５０３が押下されたと判
定するとＳ６１０に処理を進める。Ｓ６１０でＣＰＵ２０２は、スキャナ２０９を制御し
て原稿を読み取り、その読み取りにより得られた原稿の画像データを、Ｓ６０６或いはＳ
６０７でセットされた宛先に送信する。
【００４９】
　尚、Ｓ６０７とＳ６０８の処理は、いずれを先に実行しても良い。
【００５０】
　以上説明したように実施形態１によれば、Ｗｉ－Ｆｉダイレクトモードでの通信時にＳ
ＥＮＤ機能が指示されると、接続相手の通信端末のＩＰアドレスをＳＥＮＤ機能の宛先と
して自動的に設定する。また、このとき、アドレス帳を使用して宛先を設定できないよう
にすることにより、ユーザがアドレス帳から誤った宛先を設定するのを防止できるという
効果がある。
【００５１】
　［実施形態２］
　次に本発明の実施形態２について説明する。実施形態２では、Ｗｉ－Ｆｉダイレクトで
、かつ複数の携帯端末がＷｉ－Ｆｉダイレクトで接続されている場合は、ＳＥＮＤ画面で
ユーザに所望の携帯端末を選択させる。そして選択された携帯端末に対応する宛先を自動
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的に設定する。その他は実施形態１と同様である。尚、実施形態２に係る印刷装置１００
の構成等は前述の実施形態１と同様であるため、その説明を省略する。
【００５２】
　図７は、実施形態２に係る印刷装置１００によるＳＥＮＤ機能の処理を説明するフロー
チャートである。この処理は、実行時にＨＤＤ２１４或いはＲＯＭ２０４からＲＡＭ２０
３に展開されたプログラムをＣＰＵ２０２が実行することにより実現される。
【００５３】
　図７のフローチャートで示された処理は、図４の画面で、ユーザがＳＥＮＤ機能ボタン
４０３を押して図５の画面を表示することにより開始される。
【００５４】
　まずＳ７０１でＣＰＵ２０２は、携帯端末１１０と第二の無線通信モード、即ち、Ｗｉ
－Ｆｉダイレクトモードで通信中かどうかを判定する。第二の無線通信モードで通信中で
ないと判定するとＳ７１０に処理を進める。Ｓ７１０でＣＰＵ２０２は図６のＳ６０２～
Ｓ６０６で示す処理を実行してＳ７０６に進む。この処理の説明は省略する。
【００５５】
　一方、Ｓ７０１でＣＰＵ２０２は第二の無線通信モードで通信中と判定するとＳ７０２
に進み、図５の画面でアドレス帳ボタン５０２をグレーアウトで表示して、アドレス帳か
ら宛先を選択できないようにする。また操作部２１１のアドレス帳ボタン４１２も無効に
する。次にＳ７０３に処理を進めＣＰＵ２０２は、第二の無線通信モードで通信中の携帯
端末が複数あるかどうかを判定する。Ｓ７０３で複数の携帯端末と通信中であると判定す
るとＳ７０４に進み、表示部４０４に複数の携帯端末のユーザ名などの識別情報をリスト
表示する。そしてＳ７０５で、そのリストでユーザが選択した識別情報を取得するとＳ７
０６に進んで、その選択された携帯端末のＩＰアドレスを宛先にセットする。一方、Ｓ７
０３で複数の携帯端末と通信中でないときは前述の実施形態１と同様に、Ｓ７０６でその
通信中の携帯端末のＩＰアドレスを宛先にセットする。
【００５６】
　こうしてＳ７０６からＳ７０７に進み、ＣＰＵ２０２は、「スキャンして送信する」ボ
タン５０３が押下されたかどうかを判定し、ボタン５０３が押下されたと判定するとＳ７
０８に処理を進める。Ｓ７０８でＣＰＵ２０２は、スキャナ２０９を制御して原稿を読み
取り、その読み取りにより得られた原稿の画像データを、Ｓ７０６でセットされた宛先に
送信する。
【００５７】
　以上説明したように実施形態２によれば、Ｗｉ－Ｆｉダイレクト接続時にＳＥＮＤ機能
が指示されると、アドレス帳から宛先を選択できないようにすることにより、ユーザがア
ドレス帳から誤った宛先を設定することのを防止できるという効果がある。また、第二の
無線通信モードで通信中の携帯端末が複数あるときは、その中からユーザが所望する携帯
端末を送信先として選択できる。
【００５８】
　（その他の実施形態）
　上述した実施形態では、第二の無線通信モードとしてＷｉ－Ｆｉダイレクトを例にして
説明したが、本発明はＷｉ－Ｆｉダイレクトに限定されない。ある装置と他の装置が直接
無線通信を実行することができれば、他の無線通信を第二の無線通信モードとして適用す
ることができる。
【００５９】
　また、上述した実施形態では、画像データの宛先としてＩＰアドレスを使用する例を説
明したが、他の情報を宛先として使用してもよい。
【００６０】
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣ
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ＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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